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「わたしはぶどうの木」

（ヨハネ15:1～8）

挽地茂男
2020.4.26 日本基督教団千歳丘教会

神学校に勤めていた時代に教え

た学生の牧師の就任式や按手式に

呼ばれることが時々あります。な

かでも非常に鮮明に記憶に残って

いる学生がおります。彼は韓国人

で、大学生の時に日本で宣教する

という幻を与えられます。彼は大

学を卒業すると、教団や教会の支

援も全くないまま、日本にやって来

ます。そして日本語学校に通い始

めます。就労ビザがありませんか

ら、それに抵触しない程度のアル

バイトをしながら２年間日本語学

校に通います。その間、日本で属

した教会が、彼の志を理解し全面

的に支え始めます。そして教会は、

彼が神学校に学びの訓練を受け

て、牧師として教会に仕える道が

ひられるように、さまざまな配慮と

支援を始めたのです。

しかし簡単には、道が開けませ

んでした。学生ビザが下りなかっ

たのです。彼が最初に行こうとした

神学校は京都にある神学校でした。

その神学校は学校法人ではなかっ

たので、学生ビザが

下りなかったのです。

結局さらに一年間を棒

に振り、その一年間は

観光ビザで、韓国と日

本を往復して、ビザを

つなぎながら一年間を

過ごして、合計３年を経て、学校

法人である私の勤めていました神

学校に入学してまいりました。入学

してまいりましたが、しかし、まだ

ビザは間に合っていなかったので

す。それで、正規の学生ではなく、

特別聴講生という形で、とにかく学

校に受け入れ、その間にビザの問

題を解決していくことになりました。

それでも正規の学生になるために

さらに一年を要したのでした。

性格が非常におおらかな人なの

で、まったく周囲にも苦労という感

じを与えない学生だったのですが、

おそらく心労は並大抵ではなかっ

たでしょう。いずれにしろ、教会は
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ほんとうに実によく彼を支えたと思

います。今はとても評判のいい、

教会によく仕える牧師に成長してい

ます。神学生や牧師は、教会に育

てられるという側面があるのです。

そしてそのような教会が、彼や彼

女の中の教会像として一つの方向

性を与えていくことも確かなので

す。

さて本日の聖書箇所は、わたし

たちが信仰者として成長するため

の原則を教えてくれます。「わたし

はぶどうの木、あなたがたはその

枝である」（５節）という有名な言

葉が出てきます。まず前半をもう

一度読んでみます。１－４節。

15:1「わたしはまことのぶどうの木、

わたしの父は農夫である。15:2

わたしにつながっていながら、実

を結ばない枝はみな、父が取り除

かれる。しかし、実を結ぶものは

みな、いよいよ豊かに実を結ぶよ

うに手入れをなさる。15:3 わたし

の話した言葉によって、あなたが

たは既に清くなっている。15:4 わ

たしにつながっていなさい。わた

しもあなたがたにつながっている。

ぶどうの枝が、木につながってい

なければ、自分では実を結ぶこと

ができないように、あなたがたも、

わたしにつながっていなければ、

実を結ぶことができない。

ここには、以前に学びました、ヨ

ハネ福音書に特徴的な表現、「わ

たしは…である」とイエス・キリス

トが自分のことを説明するいわゆ

る「わたくし言葉」が出てまいりま

す。この「わたくし言葉」はヨハ

ネ福音書には七つ出てまいります

が、今日の言葉はその七番目のも

のです。このこともすでにお話しま

したが､｢わたしは…である」とい

う表現はギリシャ語では､〈エゴー･

エイミ〉という言葉で､英語では“I

am”(わたしは…だ／わたしはあ

る)と訳されます〔エゴーが“I”

でエイミが“am”〕。聖書では神様

がご自分を顕すとき〔顕現すると

き〕のお決まりの言葉、定まった

表現形式、神の顕現定式として知

られている表現です。出エジプト

記３章１４節のモーセに神さまが

自分顕す(自己顕現)の記事を読ん燃える柴の中から神は語られた「エゴー・エイミ」
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でみますと、神はモーセに、「わた

しはある(エゴー･エイミ)。わたし

はあるという者だ」と言われ、ま

た、「イスラエルの人々にこう言う

がよい。『わたしはある(エゴー･エ

イミ)』という方がわたしをあなた

たちに遣わされたのだと。」この「わ

たしはある」と言う表現が、７０人

訳ギリシア語訳旧約聖書で「エゴ

ー・エイミ」とギリシア語に翻訳さ

れ、結果として新約聖書の重要な

表現の一つとして定着します。

この「わたしはある」という表

現は二つのことを意味しています。

一つは、①「わたしはある」とい

うのは、わたし(神)は「ある」も

の、存在そのものだということで

す。つまり存在をささえているも

の（Ground of Being）、ありとし

あらゆるすべてのものを「存在さ

せるもの」という意味です。二つ

は、②「わたしはある」というこ

とは「共にあるもの」「共にいる

もの」つまり「インマヌエル」共

にいる神を意味しています。さきほ

どの出エジプト記３章を７節から

端折りながら１４節まで読みます

と次のようになります。「わたし

はエジプトにいるわたしの民の苦

悩を確かに見た……。さあ、わた

しはお前(モーセ)をファラオに遺

わし、お前にわたしの民であるイ

スラエルの子らをエジプトから連

れ出させよう……。わたしはお前

と共にいる……。『わたしは、在

って在るもの』である」（口語訳

をベースに私訳）。

新約聖書ではこの神の顕現定式

がイエスに適用されます。たとえ

ば「湖上歩行」の物語（マルコ６

：５０∥マタ１４：２７∥ヨハ６：２０）

では、ガリラヤ湖の水の上を歩い

てきたイエスを幽霊と間違えてお

びえている弟子たちに対してこの

顕現定式が語られます。マルコ福

音書ではこのように記されます。
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マコ 6:50 皆はイエスを見ておび

えたのである。しかし、イエスは

すぐ彼らと話し始めて、「安心しな

さい。わたしだ(エゴー･エイミ)。

恐れることはない」と言われた。

また終末時の偽キリストの出現

を預言した箇所（マルコ13:6∥マ

タ24:5∥ルカ21:8）では、こう書

かれています。やはりマルコ福音

書を見てみると、マコ13:6 わたし

〔キリスト〕の名を名乗る者が大

勢現れ、『わたしがそれだ(エゴー

･エイミ)』と言って、多くの人を惑

わすだろう。

そして受難物語の大祭司の「お

前はほむべき方(神)の子、キリスト

なのか」という審問に対するイエ

スの返答（マルコ１４：６２∥ルカ２２

：７０）にもこの表現が現れます。

マコ14:62 イエスは言われた。「そ

うです(エゴー･エイミ)。あなたた

ちは、人の子が全能の神の右に座

り、／天の雲に囲まれて来るのを

見る。」

またルカ福音書の弟子たちへの

弟子たちへの復活顕現（ルカ２４：

３９）においても、ルカ24:39 わた

しの手や足を見なさい。まさしくわ

たしだ(エゴー･エイミ)。触ってよ

く見なさい。亡霊には肉も骨もな

いが、あなたがたに見えるとおり、

わたしにはそれがある。

以上のように、これらは「わたし

はある」「わたしがそれだ」「そう

です」「わたしだ」と訳されている

ように〈エゴー･エイミ〉のあとに

補語をとって「わたしは…である」

とならない絶対的な用法です。こ

れを「旧約的・伝統的顕現定式」

と呼んでおきたいと思います。

ルドルフ・オットーは、最初に申

し上げた出エジプト記に記された

モーセに対する神顕現の記事から、

イスラエル宗教の神概念を、神の

圧倒的な実在感から形成された特

徴的な概念として取り上げ、その

理論的展開として宗

教学の古典と呼ば

れる名著『聖なる

もの』（R. Otto, Das
Heilige, 1917） を

著しました。その著

書の中で彼は、神

を「聖なるもの」と呼び、その「聖

なるもの」との出会いを経験した

人間の心的反応から、「聖なるも

の」の性格づけを試みます。それ

によると、「聖なるもの（ヌミノー

ゼ）」とは、相反する二重性を有し

ており、（モーセの神体験に見られ
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るように）「戦操すべきもの」「お

そるべきもの」と同時に、人を「魅

(了)するもの」「人の心を惹きつけ

るもの」として立ち現れる、と述

べます。出エジプト記の「在って

在る者」は存在そのものであり、

すべての存在の根拠

であり、その意味で

全てであります。人が

「聖なるもの」に直

面したとき、この全に

対して無という自己感

情が生じると言います。その感情

をオットーは「被造者感情」と呼

びます。マタイ福音書の山上の説

教の冒頭で「心の貧しい人は幸い

です」というときの「貧しさ」とは

自分を越えた大いなる方、本当に

豊かな神の前にいる自分を意識し

た「被造者感情」に満たされた人

間の言葉なのです。

主イエスの〈エゴー･エイミ〉と

いう顕現定式は、主イエスの表さ

れた神のもう一つの側面、つまり

われわれの日常生活に深く関わっ

てくる受肉者としての側面を表して

います。そこには 人間の理性から

隔絶していて橋のかけようもない

超越神として、自然や人間との質

的差異をもった「絶対に他なるも

の」（絶対他者）としての神の性

質と共に、人間生活に親しくかか

わってくる受肉者の性質が同時に

表されています。ヨハネの神の顕

現定式がもたらすのは、このよう

な宗教体験における恐怖感であり

魅惑感なのです。

ヨハネ福音書においてはこの〈エ

ゴー･エイミ〉という顕現定式が３

１例確認することができますが、

それらの中にも今見たのと同じよう

に、「わたしはある」「わたしがそ

れだ」「そうです」「わたしだ」と

訳される絶対的な用法、つまり「旧

約的・伝統的顕現定式」が出てき

ます（4:26, 6:20, 8:24, 28, 58,

9:9, 13:19, 18:5, 6, 8）。これら

の表現は、元来、絶対的実在者と

しての神を指す表現ですが、共観

福音書で見たようにこれらの表現

がイエスに適用されています。た

とえば、８：２８ そこで、イエス

は言われた。「あなたたちは、人

の子を上げたときに初めて、『わた

しはある(エゴー･エイミ)』というこ

と、〔また、わたしが、自分勝手に

は何もせず、ただ、父に教えられ

たとおりに話していること〕が分か

るだろう。

また別の箇所では次のように使



- 6 -

われます。ユダヤ人達に向かって、

８：５８ イエスは言われた。「はっ

きり言っておく。アブラハムが生ま

れる前から、『わたしはある(エゴ

ー･エイミ)』。」

一方、このようなイエスの絶対

的実在者、神

的性格を宣言す

る定式の使い方

とは違う、ヨハ

ネ福音書独特

の使い方が出

てきます。この

用法はすべて、〈エゴー･エイミ〉

という表現のもつイエスの神的絶

対性を背景に持ちながら、〈エゴー

･エイミ〉のあとに補語を導入する

ことによって、「わたしは…である」

という拡張表現になっています。福

音書記者ヨハネは言語的道具とし

ての隠喩（P.リクール）を巧みに

使いながら、イエスの持つ神的な

特徴とは逆の人となった神、受肉

者としての諸特徴を象徴的に語る

のです。こうしてヨハネは、隠喩を

使うことによって聞き手／読者をイ

エスにつて、さらには神について新

しいに認識・理解に導いているの

です。この表現は全部で７つ出てき

ます。

エル・グレコ「福音書記者ヨハネ」

(1) ６：３５ わたしは命のパンで

ある〔赤字部分がエゴー･エイミ〕

(2) ８：１２ わたしは世の光である

(3) １０：７ わたしは羊の門である

(4) １０：１１ わたしは良い羊飼いで

ある

(5) １１：２５ わたしは復活であり、

命である ,

(6) １４：６ わたしは道であり、真

理であり、命である

(7) １５：１ わたしは真のぶどうの

木…である ,

ヨハネ福音書における顕現定式

〈エゴー･エイミ〉は絶対的な実在

者・超越者としての神であるイエ

ス・キリストの性格を示すとともに、

人間の理解に開かれた神として、

相対化された絶対者のとしての受

肉者の性質を示しています。

聖書が宣言する「インマヌエル」

なる神とは、まさにこの「相対化さ

れた絶対者」としての神を指して

いるのです。受肉に見られる絶対

神の相対化を「愛」という名に置

き換えることができます。「愛」と

は現状に対して不断の自己存在の

相対化を要請する行為だからです。
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主イエスの言葉はぶどうの木と

枝と農夫である父を登場させます。

15:1 「わたし

はまことのぶど

うの木、わたし

の父は農夫で

ある。15:2 わ

たしにつながっ

ていながら、実を結ばない枝はみ

な、父が取り除かれる。しかし、

実を結ぶものはみな、いよいよ豊

かに実を結ぶように手入れをなさ

る。ぶどうの木と枝と農夫は、ぶ

どうの結実に不可欠な三つの要素

であります。この三要素のつなが

りは、信仰共同体の相互のつなが

りを表しています。

ぶどうの木は、旧約聖書におい

ては、しばしばイスラエルの民を

たとえる表象として用いられます

(詩80:9-15, イザ5:1-7, 27:2-6, エ

レ2:21, エゼ15:1-6, 17:1-6, １９:10

-14, ホセ10:1 ｅｔｃ．）。詩編にはこ

う記されています。詩80:9 あなた

〔神〕はぶどうの木をエジプトから

移し／多くの民を追い出して、こ

れを植えられました。エジプトから

神の絶大なる恵みによって、引き

出され、カナンに定住の地を与え

られたイスラエルも、やがて、悪

しき実を実らせる偽りのぶどうの木

になってしまいました。「わたしは

真のぶどうの木」という主イエスの

言葉は、このイスラエルに対して

います。つまりイスラエルの民であ

るという血族関係が救いの資格な

のではなく、主イエスにつながっ

ていること、主イエスとの人格的関

係こそが救いの根拠だとされてい

るのです。

ぶどうの木と枝という関係は、

両者の生命的な関係を示していま

す。「神の民」とは主イエスにつな

がって生きる生命共同体のことな

のです。そしてぶどうの木が良い

実を実らせるために必要なのは、

枝の剪定であり、念入りな準備で

あります。ぶどうの若枝は植えられ

てから３年間

は 収 穫 を せ

ず､徹底的に

刈り込まれる

と言います。

そ の 間、 生

命 を 蓄 え 、

良 い 結 実 を

もたらす準備

を す る の で

す。２節の「手入れをする」という

言葉は、〈カサイロー〉という言葉
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ですが、「刈り込む」という意味と

同時に「清くする」という意味があ

ります。次の３節「清くなる」なる

という表現は、この関連で読まれ

なければなりません。ヨハネはこ

こで〈カサイロー〉という動詞を使

用することによって、農業に関係す

る農事的事実と神学的真理を同時

に表現しているのです。イエス・

キリストは「わたしの話した言葉に

よって、あなたがたは既に清く（カ

サロイ）なっている」（v.3）と語り

ますが、この表現は、「清さ」とい

うものが、人間に内在する性格の

一部なのではなく、神との結びつ

きによって獲得されるものであるこ

とを伝えているのです。「清さ」は

自分自身の中から出てくるのでは

なく、「清い」方とつながっている

ことにゆえに担保されるという、「清

さ」の関係的側面（ｃｆ．１３：１０ｂ）

を表しています。清さとは、イエス

様との（そして神との）結びつき

によって決定されるものだからで

す。神／主イエスの言葉を信頼を

もって受け入れることは、神／主

イエスとの関係に入るということで

す。つまり言葉は関係を造るので

す。ですから神がなさる「刈り込

み」とは、主イエスの言葉によっ

てがなされる関係の作り変え、と

言い換えてもよいのです。そして

最終的にイエス様は、私たちをご

自分の命を捨てるに値する「友」

と呼ばれるのです。

4節の「わたしにつながっていな

さい」は、端的にその関係を表現

する言葉です。その関係を表わす

〈メノー〉というギリシャ語は、「つ

ながる」「とどまる」「…にある」「宿

る」等の意味を持ちますが、新約

聖書に約１２０回登場するうち、ヨハ

ネ福音書に４１回現れています。な

んと３分の１がヨハネ福音書に現れ

ているのです。この言葉がヨハネ

福音書を理解するキー・ワードで

あることがわかります。本日の箇

所の後半部５－８節はこの動詞〈メ

ノー〉を中心に構成されています。

そして、この動詞によって表現され

るぶどうの枝とぶどうの木の「つ

ながり」のもたらす結果が二つ確

認されます。第一は ①つながって

いること、つまり生命の根源との結

合を持っていることによって、結実
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が期待できるということです。です

から逆に、つながっていないこと、

つまり生命の根源から分離されて

いるものが枯渇し、廃棄されると

いう方向をたどるのは当然のこと

なのです。信仰は自分以外の誰に

も代理ができなきわめて個人的

で、主体的な決断を必要とする行

為である、と同時に、信仰者は全

面的に神に依存する存在であり、

ぶどうの木と枝との関係では、決

して「独り立ちすることのできない

枝」であり、ぶどうの木を通して

与えられる生命力、樹液によって

生命を保ち、伸びもするし、実を

実らすこともできるのです。枝には

自発的生命力があるのではなく、

ぶどうの木を通して樹液に満たさ

れるとき、枝は茂り、花を咲かせ、

実を実らせるのであります。

「いよいよ豊かに実を結ぶよう

に手入れをなさる」農夫である父

（なる神）は、実り多い枝となる

ために、ぶどうの枝の特性に合わ

せて剪定なさいます。神はそれぞ

れの「キリスト者」たちの特性に

従って、実を結ぶための作業をな

さるのです。最初の弟子たちはガ

リラヤ出身のさほど教養の高くない

人々でありました。彼らが、さまざ

まな失敗を経験しつつも、神の言

葉によって剪定されて、イエス・キ

リストの真の弟子となった時、豊か

に実を結んで、神に栄光を帰する

者たちに変えられたのであります。

「あなたがたが豊かに実を結び、

わたしの弟子となるなら、それに

よって、わたしの父は栄光をお受

けになる」（ｖ．８）と、書かれて

いるとおりです。

「つながり」のもたらす第二の結

果は②望むものを願えば、かなえ

られるということです。（枝の持つ）

願望自体が根源的な（ぶどうの木

の持つ）願望と一体化するとき、

その願いが成就されていくことは、

むしろ必然です。

15:7 あなたがたがわたしにつな

がって（メノー）おり、わたしの言

葉があなたがたの内にいつもある

（メノー）ならば、望むものを何

でも願いなさい。そうすればかな

えられる。
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ここでは言葉は、知的な情報の伝

達媒体以上のもの、つまり関係そ

のものです。主の言葉うちにとどま

るとき、その願いが主の願いと重

なり合うのは、むしろ当然だという

ことになります。そして願いが豊か

な実りとして結実し、その実りがキ

リストの弟子であることの証となり、

実りをもたらした父なる神がたたえ

られることになります。農夫はその

収穫によって讃えられるのが当然

だからです。

わたしたちもまた、主のみ言葉を

生きる者となりたいと思います。新

しい１週間の歩みのために祈りまし

ょう。

2020.4.26 日本基督教団千歳丘教会


